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参考資料５－２－４ 平成31年度 国立劇場大劇場舞台機構保守点検業務の委託仕様書 

 

仕 様 書  

 

１．件名 

平成31年度 国立劇場大劇場舞台機構保守点検業務の委託 

 

２．業務履行場所    

独立行政法人日本芸術文化振興会（以下「振興会」という。） 

国立劇場大劇場（以下「大劇場」という。） 

東京都千代田区隼町４－１ 

 

３．履行期間   平成31年４月１日から平成32年３月31日まで 

 

４．業務の対象   別紙図面参照のこと。ただし、防火扉は対象から除く。 

 

５．業務内容 

   大劇場舞台吊物機構及び床機構について常駐及び定期保守点検を行う。本業務は別紙「大劇場

保守点検作業表」参照のうえ行うこと。 

 

６．業務範囲 

  「４．業務の対象」について、調達時又は直近の改修時の仕様図書に記された機能を最良 

の状態で保持するための作業を行い、振興会の承諾なしにこれを改変又は修理してはならな 

い。 

 

７．業務時間・日程及び実施回数 

（１）業務時間は、原則として９時～22時の間とし、当該時間内で作業開始から終了までを行うも

のとする。 

（２）常駐保守点検については、公演等の全稼動日、保守日及び舞台整備日に行うこと。また、定

期保守点検については、原則として毎月１回、保守日等に行うこと。稼動日程及び回数につい

ては【参考資料５―２―５】「平成31年度 大劇場・小劇場保守予定日数」、【参考資料５―２

―６】「平成31年度 大劇場・小劇場公演等稼動予定表」及び別途振興会が提示する公演等ス

ケジュール表に基づき振興会と協議すること。公演等については、予定が変更となる場合があ

るので、変更後のスケジュールに適宜対応すること。 

（３）業務を要しない日は以下のほか、受託者が担当職員と打合せのうえ、定めた日とする。 

   振興会創立記念日（７月１日）、年末年始（12月31日～１月１日） 

（４）受託者は、本業務に支障のないよう、（１）～（３）により毎月末、翌月の作業予定表を 

担当職員に提出し、相互に緊密な連絡・調整を図るものとする。 

（５）受託者は、公演等の日程・時間の変更その他の事由により作業日程及び時間を変更せざ 
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るを得ない場合は、振興会と協議のうえ、作業日程の振替を行うほか、適宜解決を図るも 

のとする。 

 

８．要員及び人員配置 

 受託者は、常駐及び定期保守点検に要する従事者を自己の責任において雇用し、従事者の名 

簿、職務履歴書を契約締結時及び変更の都度、担当職員に提出すること。 

 

９．業務完了報告書の提出 

受託者は、業務終了後に毎月業務完了報告書を振興会長に提出すること。 

 

10．費用の負担 

（１）本業務に要する工具・測定器等の費用については受託者の負担とし、対象の舞台機構の 

内、補充の必要が認められた交換品及び消耗品については振興会の負担とする。 

（２） 振興会は、受託者の業務実施のために必要と認めた従事者控室等の場所を提供する。 

 

11．委託代金の明細及び支払 

（１）受託者は契約締結後15日以内に委託代金の内訳明細書を提出するものとする。 

（２）振興会は毎月、契約代金額に12分の１を乗じた代金を支払うものとする。 

（３）受託者は毎月末、業務完了後に（２）の請求書を振興会に送付し、振興会はこれを受領後、

30日以内に総務企画部経理課より支払うものとする。 

 

12．常駐作業者に求められる要件及び保守点検時の留意点   

（１）常駐作業者のうち、最低１名は大劇場と同等の舞台機構を有する劇場等の施設において 

最低５年以上の保守点検業務の実務経験を有する者を充てなければならない。 

（２）保守点検は大劇場と同等の舞台機構を熟知したうえで行うものとし、点検及び軽微な修理機能

調整を行い、処置後の装置については既存装置すべてと連動が完全な状態で行われなければなら

ない。 

（３）受託者は、従事者の作業時における十分な安全を確保すること。 

 

１３．責任者の選任及び責務 

（１）選任   

受託者は責任者１名、また、責任者不在の際にその職務を代行する代理者をそれぞれ従事者の

中から１名を選任して、予め振興会に報告すること。 

この場合における責任者及び代理者は、前段「12．常駐作業者に求められる要件及び保守点検

時の留意点」に記載する要件を満たすものとする。 

（２）責務    

責任者は専門技術をもって自らも業務に当たるとともに、次の責務を負うものとする。 

   ア．全従事者を代表して業務及び労務管理を統括すること。 

   イ．業務履行に関する振興会との連絡、調整を行うこと。 
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   ウ．作業終了後等、必要に応じて担当職員の立会い又は検査・承認を受けること。 

   エ．事故発生時に責任の所在を明確にすること。 

オ．業務完了報告書を提出すること。 

 

１４．安全の確保   

     受託者は雇用者として従事者に対し、労働基準法、労働組合法、最低賃金法、労働安全衛生

法、労働者災害補償保険法、職業安定法、雇用保険法、社会保険諸法令及びその他の関係法令に

定められた自己の事業主としての全責務を負い、振興会に対し一切の迷惑を及ぼさないものとす

る。 

 

１５．従事者の心得 

受託者は、従事者が本仕様書の内容を理解するとともに以下の各項目を心得たうえで業務を 

履行するよう徹底すること。 

（１）振興会の所有する施設及び設備・備品等を丁寧に扱い、本業務の範囲内にあっては、それらの

運用管理・保全に積極的に協力すること。 

（２）業務実施中、振興会に着用の許可を得た制服を着用すること。 

（３）喫煙は、振興会の敷地内においては、その指定する場所でのみ行うこと。 

（４）業務終了の際は施錠及び火気の確認を徹底すること。 

（５）業務に係る部屋の清掃及び整理整頓を行い、許可なく第三者を入室させないこと。 

（６）火災、盗難、事故の予防に万全を期すこと。 

 

１６．火災等の防止と非常時の対応 

（１）施設の付属設備及び備品等の危険防止並びに防災に努めること。 

（２）舞台設置のスプリンクラー及び排煙機操作の補助管理を行うこと。 

（３）火災発生の際は、消火器等での初期消火及び出演者等の避難誘導を行うとともに直ちに振興会

に連絡・通報し、事後は復旧作業等に協力すること。 

（４）地震その他の災害発生の際は、出演者等の避難誘導を行うとともに直ちに振興会に連絡・通報

し、事後は復旧作業に協力すること。 

（５）振興会において実施する防火・防災訓練、講習等に参加し、振興会との連携を図ること。 

 

１７．損害賠償 

（１）受託者は自らの責に帰すべき事由により、次の事故を起こした場合には賠償の責に任ずるもの

とする。 

ア．振興会の所有する施設、設備又は備品等に損害を与えた場合。 

イ．正常な公演等の上演を妨げ、速やかな復帰・継続が困難となった場合。 

ウ．出演者及び舞台関係者等を死傷させた場合。 

エ．その他、振興会の業務に支障を及ぼした場合。 

（２）振興会の責に帰すべき事由により、受託者の業務の履行を妨げ、かつ損害を受けた場合に限り、

受託者に契約代金の全部を限度として補償するものとする。 
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（３）天災、不可抗力により本業務の履行が困難となった場合は受託者がその責を負う。 

 

１８．代行の禁止 

    受託者は書面による振興会の承諾なしに、業務を第三者に代行又は受託させてはならない。  

 

１９．守秘義務 

受託者は本契約履行中であると本契約終了後であるとを問わず、業務の履行に際して知り得た振

興会の秘密、情報等を外部に漏らしてはならない。また、これを本件請負業務履行以外の目的に

利用してはならない。 

 

２０．その他 

  本仕様書に記載のない事項については、受託者、振興会双方の協議によって定めること。 
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別紙 

大劇場保守点検作業表 

 

 以下の項目について保守点検作業を行う。 

 

Ａ．大劇場常駐保守点検作業 

 

 １．吊物機構関連機器 

 （１）減速機 

   ア．ウォームギヤの歯当り、異物の有無及び給油 

   イ．軸受部の過熱及び振動 

   ウ．ギヤケースの油の量、劣化及び漏れ 

 （２）電動機 

   ア．モーター本体及び軸受部の温度 

   イ．Ｖベルトの弛緩及び調整 

 （３）電磁ブレーキ 

   ア．ブレーキライニングの摩耗 

   イ．ブレーキレバーの作動 

   ウ．停止時のスリップ及び調整 

 （４）制御盤 

   ア．電磁接触器及び各リレーの作動及び接触 

   イ．ブレーカー、抵抗及び整流器等の測定 

   ウ．端子及び配線の弛緩及び劣化 

 （５）ガイドレール 

   ア．損傷及び摩耗 

   イ．給油 

 （６）ワイヤーロープ 

   ア．損傷、摩耗及び変形 

   イ．吊り点の位置調整 

   ウ．動索ワイヤーの調整 

 （７）滑車 

   ア．損傷及び摩耗 

   イ．回転不良及びロープの脱落 

 （８）ワイヤークリップ類 

   ア．破損、弛緩及び脱落 

 （９）ウェート枠 

   ア．損傷、変形及び異常摩耗 

   イ．ガイドシュー 

 （10）リミットスイッチ 

   ア．損傷 

   イ．配線の弛緩 

   ウ．設定位置の調整及び作動 

 （11）保安スイッチ 

   ア．損傷 

   イ．配線の弛緩 

   ウ．設定位置の調整及び作動 

 （12）その他 

   ア．（１）～（11）における必要各部の清掃 

   イ．（１）～（11）における必要各部の異常音及び異臭のチェック 

   ウ．（１）～（11）における安全装置の稼動チェック 
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 ２．床機構関連機器（廻り舞台及び迫り） 

 （１）減速機 

   ア．ウォームギヤの歯当り、異物の有無及び給油 

   イ．軸受部の過熱及び振動 

   ウ．ギヤケースの油の量、劣化及び漏れ 

 （２）電動機 

   ア．モーター本体及び軸受部の温度 

   イ．スリップリング及びカーボンの接触 

   ウ．Ｖベルトの弛緩及び調整 

 （３）電磁ブレーキ 

   ア．ブレーキライニングの摩耗 

   イ．ブレーキレバーの作動 

   ウ．停止時のスリップ及び調整 

 （４）制御盤 

   ア．電磁接触器及び各リレーの作動及び接触 

   イ．ブレーカーの抵抗及び整流器等の測定 

   ウ．端子及び配線の弛緩、劣化 

 （５）各軸受及び軸 

   ア．損傷の有無及び劣化 

   イ．給油及びグリースの補給 

   ウ．軸受部の過熱及び振動 

 （６）ガイドレール及びローラー 

   ア．損傷及び摩耗 

   イ．ローラーの回転 

   ウ．給油 

 （７）リミットスイッチ 

   ア．損傷 

   イ．配線の弛緩 

   ウ．設定位置の調整及び作動 

 （８）スクリュー 

   ア．スクリュー及び軸受の損傷及び摩耗 

   イ．スクリュー及びナットの噛合 

   ウ．回転中の振動 

 （９）その他 

   ア．（１）～（８）における必要各部の清掃 

   イ．（１）～（８）における必要各部の異常音及び異臭のチェック 

   ウ．（１）～（８）における安全装置の稼動チェック 

  

３．総合操作盤 

 （１）押し釦の作動 

 （２）表示灯の点滅 

 （３）端子及び配線の弛緩及び劣化 

 

 ４．安全装置 

 （１）各所安全柵、安全バーの損傷 

 （２）表示灯の点灯、消灯 

 （３）配線の弛緩 

 （４）可動支柱の固定弛緩 
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Ｂ．大劇場定期保守点検作業 

  

１．機械系統 

 （１）減速機 

   ア．歯当り及びバックラッシュ 

   イ．動作中の振動及び異常音 

   ウ．油漏れ 

   エ．潤滑油の有無及び摩耗による粉塵の発生 

 （２）制動機 

   ア．動作 

   イ．制動用材の摩耗 

   ウ．摺動部分の摩耗及び錆び付き 

   エ．部品取付けボルト及びピンの弛緩 

（３）軸、軸受及び継手 

   ア．各軸のキー溝及びキーの損傷 

   イ．取付けボルト及びピンの弛緩 

 （４）スクリューギヤ及びラックギヤ関連 

   ア．ナット摩耗 

   イ．ラック及びピニオンの歯当り及びバックラッシュ 

   ウ．各ワイヤーロープの摩耗 

 （５）廻り舞台の車輪 

   ア．車輪の摩耗及び損傷 

   イ．取付けボルトの弛緩 

 （６）Ｖベルト 

   ア．摩耗及び弛緩 

   イ．老朽化 

 （７）総合操作盤 

   ア．接触及び作動不良 

   イ．電球の球切れ及び器具の不良 

 （８）その他 

   ア．（１）から（６）における必要機器への給油 

 

 ２．電気系統 

 （１）制御盤 

   ア．制御盤二次側における絶縁抵抗の測定 

   イ．接点の摩耗 

 （２）廻り舞台スリップリング 

   ア．スリップリング及びカーボンの摩耗 

   イ．リング面の摩耗及び火花等の発生による変色 

 （３）三相誘導電動機 

   ア．異常音及び振動音並びに軸受部の潤滑油 

   イ．スリップリング部の摩耗状態、異常音の有無及び清掃状態 

 （４）リミットスイッチ 

   ア．損傷 

   イ．配線の弛緩 

   ウ．設定位置の調整及び作動 

  

 


